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（３）生徒に責任と目的を与えて実現する「主体的な学び」

教師の説明がメインになってしまう授業がある。私自身、今まではいかに上手に説明す

るかという教授法研究の視点で授業を考えていた。発想を変え、生徒の学びに注目し、「い

かに教師の説明を省き、生徒の思考や活動の時間を増やすか」という視点で授業研究を行

った。生物の分野は、説明の時間が多いという反省点があった。今回は生徒自身で調べた

内容を教師役をさせながら、班員に説明させるという授業展開にした。

ア 授業展開

＜班での教え合い・学び合い学習の展開例＞

この授業は２時間扱いで行う。まず、

６人の班をＡ・Ｂ・Ｃの３つのグルー

プに分け、それぞれのテーマについて

調べる。次の時間に調べた内容を先生

として同じ班の生徒に教える。

生徒には、それぞれに「教えるため

のポイントカード」を与え、ポイント

を絞り込むようにしている。また、授

業の展開が、ただの説明だけにならな

いように、問いを中心に説明を行える

ように工夫した。

「教えるポイントカード」
生徒はこのカードをもとに調べ学習に
入る。生徒の活動を方向付ける。

生徒に配付した授業展開を説明したプリン
ト。２時間分の見通しを立てやすくするため
に配付した。

ヒントカードや目のモデルを教室の後方
に準備する。生徒は自分のタイミングで
情報を手に入れる。
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【１時間目 生徒の調べ学習の様子】

【２時間目 ＭＵＤ学習プラン】

ＭＵＤのポイント 場の構造化

班ごとの教え合いが同時に進行

していくため、互いに集中しやす

いように、説明を聞く生徒が他の

班の様子を気にしなくていい配置

にしている。

ＭＵＤのポイント 対話的な学び

２学期からＭＵＤ学習プランで

は、「主体的な学び」「対話的な学

び」を授業展開の中に位置付ける

ようにしている。

ＭＵＤのポイント 共有化

５つのテクニック「分かったと

実感させる」は重要である。アク

ティブ・ラーニングでは特に何を

学んだかよく分からないというよ

うなことは避けなければならない。

今回は最後にまとめの学び合いの

時間を設定し、その後にテストを

行うことで学びの定着を図った。

教えるポイントカードをもとに生徒は調べ学
習に入る。自分が教えるという視点を与えて
いるため、どう説明するかついてもペアで考
え合う。座席は生徒が考えやすいように、ペ
アで自由に配置する。集中しやすいよう、外
を見ている生徒もいる。

ヒントカードとともに、目のモデルも準備している。
生徒は自分が調べたいタイミングで目のモデルにふれ
る。次の時間、このモデルを使いながら他の生徒に教
えることもできる。

見て！後ろに景色が写って

いるよ。これが網膜じゃな

い？

あ、本当だ！でも景色が逆に

写っているよね。

２時間目のＭＵＤ学習プラン
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【２時間目 教え合い・学び合い学習の様子】

イ 授業に取り組んでみてのまとめ

この授業の目的の一つは教師の説明の時間の短縮である。２時間の授業を通して、私が

全体に向けて話した時間は合計で１５分もない。最初の時間に感覚器官の基礎を説明し、

生徒に調べるテーマを確認させ、後はほとんどが生徒同士の活動の時間である。授業の最

後に、まとめの学び合いの時間や確認テストによって「共有化」を図り、確実な知識の定

着を図った。

今までの自分の授業で説明が多かった理由として、「教えなければならない内容は全て

教師が説明しなければならない」という意識があったためだと感じている。今回は「教え

るポイントカード」で問いを主体にし内容を絞り込むことで「焦点化」を図り、生徒の学

びを方向付けた。また、ヒントカードの内容や目のモデルは普段教師側から説明する内容

だが、今回は自分たちの知りたい・使いたいタイミングで学ばせることにした。そのこと

で生徒の「分かった」「なるほど」をより多く引き出せることを実感できた。教師が説明

して生徒に理解させなければならないという思い込みを私自身が変えることができた。

授業後、生徒は自己評価で、「班で協力できたか」「自分が教える内容はしっかりと理

解できたか」という問いで両方とも９０％以上の生徒が「とてもできた」「できた」と答

えている。「学習に積極的に参加できたか」という問いには９５％の生徒ができたと答え

ている。私と同様、生徒にも今回の取組は大きな収穫があったと言える。

もしも目の厚さを変える筋肉がな

かったらどうなると思う？

ここをよく見て。

３つの半円みたい

なところがあるで

しょう。これがね

三半規管。

Ａ・Ｂ・Ｃそれぞれのテーマを互いに教え合う時間の様子

まとめの学び合いに取り組む様子

立体的に見える範囲

ってどういう意味？
この、赤色で示して

いるところが、両目

で見える範囲だよ。

それはどういうこと

だろう？

最後の確認テストに取り組む様子
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（４）ジグソー法を用いた対話的な学習の在り方

生徒は「学び合い」によって、対話を用いた課題解決に向かう授業展開に適応すること

ができてきた。次にアクティブ・ラーニングを生徒に根付かせるために、ジグソー法に取

り組むことにした。生徒に目的と責任を与えることで主体的な参加を促すことができる。

ア 授業展開とＭＵＤのポイントについて

この授業では、生徒の主体的な課題解決という視点で授業研究を行った。

＜ＭＵＤ学習プランと授業のポイント＞

ＭＵＤのポイント 主体的な学び

アクティブ・ラーニングを

実現する上で生徒の主体的な

学びをどう実現するかが重要

になってくる。そのときに私

がよく用いるのが生徒に選択

させるという方法である。班

ごとの課題解決の場面で、自

分でテーマを選択して解決に

班を導かなければならない。

そこに責任感が生まれる。目

的意識や責任感は生徒の主体

的な学びを実現する。

ＭＵＤのポイント 焦点化

セキツイ動物の進化を３段

階に分け、それを班で分担し

て調べに行き、調べたことに

ついて意見を交流しながら結

論を導くという学習活動にし

た。スモールステップで課題

解決に向かう。

ＭＵＤのポイント 主発問

「なぜ」を大事にさせる。

根拠がある説明を生徒ができ

るように促す。今回は「変化

の鍵」というキーワードで生

徒の考える視点を方向付けた。

ＭＵＤのポイント 「分かった」と実感させる

班で学習する際、生徒に与える目標の一つが「全員が○○できる」である。このことに教師が

注目し、実現するための手立てを準備することがとても重要である。

ＭＵＤ学習プラン

セキツイ動物の進化に

ついて考える授業


